
取付・取扱説明書l

このたびは、ミツバ「アリーナmJをお買上げいただきまして、ありがとう
ございます。
この取付・取扱説明書は、商品の正しい使い方や取り付け方、使用上
の注意について記載しております。本書を最後まで必ずお読みいただ
き、商品を正しく取り付けし、お使いください。また、本書が必要になった
とき、すぐに利用できるように大切に保管してください。

お取り{寸け等、技術的なお問い合わせ窓口

株式会社ミツパサンコーワ技術サービス
干37EH:>102群馬県みどり市大間々町桐原3546-1

ft 0277-72-4588 

調査及び修理をご依頼の前に

-本書裏面の『故障かなと思ったら」を参考にして、故障かどうか確認してください。
故障とお考えの前に、お買い上げの販売庖様または弊社技術サービスまでご相談ください。お取り付け
上の誤りや、改造により故障及び損傷した場合は修理対応できませんので、ご注意ください。

・調査を依頼される際の送料は、お客様のご負担となりますので、あらかじめご了承ください。

・弊社では商品の調査時の代品等の貸し出しは一切行っておりません。
また、調査時に発生した工賃等の諸費用は、お客様のご負担となりますので、あらかじめご了承ください。

注意事項
ここには、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

A警告 取り扱いを誤った齢、死亡または重傷を負う可能性が想定されることを意味します。

・本品は自動車用警音器(12V車専用)です。これ以外の用途への使用は商品や周辺機器の故障、及び思わぬ事故の原因となりますのでおやめください。(バイク等には使用できません)

・主にホンダ車のオートクルーズ付車にお取り付けした場合、オートクJレーズのスイッチ操作lこ合わせてホーンが鳴ってしまう場合があります。これは車両の構造によるものです。この場合には、

青コードの接続と絶縁防水処理の状態、回路ボックスが水のかからない場所へ取り付けてあるか見直ししてください。改善できない場合には、見IJ途ホーンスイッチを設けることを推奨します。

.万一、本品が鳴らなくなってしまった場合には、直ちに純正ホーンに戻す等処置をしてください。ホーンが鳴らない状態で運転すると、整備不良車両となります。また思わぬ事故の原因となります。

(取り外した純正ホーンは万ーのために保管しておいてください)

ム注意 取り扱い撮った場合、傷害を負う危険性が想定されることを意味します。また、物的損害が発生する恐れがあることを意味します。

・安全のため、作業前にバッテリーのマイナス端子を外しておいてください。外さずに作業するとショートする恐れがあります。尚、外す前に

車の取扱説明書またはディーラー等で外し方を確認してください。車両搭載装置に影響がある場合があります。

・本品の取り付け方法・位置によっては、性能の低下や音の反響・こもり等により、道路運送車両法の保安基準(下記)に適応できない

場合があります。 一道路運送車商法保安基準第43条3一(1)抜粋一

警音器の音の大きさは、自動車の前方7mの位置において112dB以下回dB以上であること。

.ホーンと回路ボックスの組み合わせを他のセットのものと入れ替えないでください。故障したり正常に吹鳴しない場合があります。

.純正ホーンや他のホーンと同時に鳴らさないでください。電流が過大となり、ヒューズが切れたり、ホーンスイッチ破損の原因となります。

.本晶のホーンは回路ボックスを接続せずに吹鳴させることはできません。必ず付属の回路ボックス、専用ハーネスをご使用ください。

なお、絶対にホーンの端子に電圧を直接印加しないでください。ホーンの故障の原因となります。

.本品の回路ボックスを他の商品のホーンと組み合わせて使用することはできません。回路ボックス及びホーンの故障の原因となります。

.ホーンは長時間連続(30秒以上)して鳴らさないでください。故障の原因となります。

.ホーンに塗装やコーティング等の改造を行わないでください。故障の原因となります。

.右図のようなホーンの改造は、不作動・破損の原因となりますので、絶対に行わないでください。(保証対象外となります)

E翠 ①ステーを回したり、折り曲げたり

絶対にしないでください。

②中心のナットを絶対に回さないで

ください。

③小ネジを絶対に固さないでください。

④樹脂部を絶対に固さないでください。

主な仕様と構成部品

定格電圧 DC12V 

電流 4AX2 

音圧 113dB/2m 

周波数
Hi:480Hz 

Lo:400Hz 

構成部品

信 グA嘗 協
①アリーナm(H)高音 ②アリーナm(υ低音

※商品の仕様及び外観は予告なく変更することがあります。

配線図

③回路ボックス ④アリーナE専用J、ーネス ⑤コネクター(2ケ) ⑥取付・取扱説明書(本書)

-緑/黒コードの毘線方法 dアリーナ&ドルチエ
※緑/黒コードを配線し、電子サウンド(余韻あり)とした場合 戸『切替スイッチセット
日本圏内においては保安基準に不適合となります。 巴司 SZ-1137(jJll売)
公道では必ずユーロサウンド(余韻なし)でご使用ください。 接事i!+接続
・緑/黒コードをボディーアースまたはバッテリーのθ側 __j，-園『
に接続すると電子サウンド(余韻あり)になります。~"":"':"_ 1m 

回路ボッヲスの~ i1!:.. 
-ユーロサウンド(余韻なし)と電子サウンド(余韻あり)を 緑/県コードへ接続 生耳
切り替えてご使用いただ〈場合には、当社製の E 

ボディーアースまたは『アリーナ&ドルチェ切替スイッチセット SZー1137~ '.I;.~.;!_'I ' .....?-¥ 
バッテリーのモ-)~即lへ接続(別売)をご使用ください。

-青コード(2本)の配線方法※2本の青コードには極性はありません。

③回路ボックス

下向き

+ 

①純正ホーンが2つ ②純正ホーンが2つ
各々 に端子が2つの場合 各々 に端子が1つの場合

③純正ホーンが1つ
端子が2つの場合

④純正ホーンが1つ
端子が1つの場合
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-純正ホーンから外したコードのO部分へ青コードを付属のコネクターで接続してください。
・①③の場合は、片方の青コードに付いている端子を切断して接続してください。
・純正ホーンから外したコネクター及び接続用コネクタ一部は、絶縁のためビニールテープ等で
確実にテーピングしてください。
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続 【参考】見IJ途ホーンスイッチを設ける場合の配線例

回路ボックスへ接続

4 

ホーンスイッチ/'

青コード

ぷ卜
-高音ホーンと低音ホーンでは接続するコードの色が異なります。

詳しくは、ホーンのステーに貼ってあるシールをご覧ください。

・ボディーアースとは、コードを車体の金属部に接続することで、間接的にバッテリーの
マイナスに接続することです。金属部の汚れや塗装等を取り除いて確実に接続して
ください。ボディーアースが確実に接続されていない場合は、ホーンが鳴りません。

ボディーアース



<<保証規定>>
保証範囲や条件など詳しい内容についてご説明します。!Jl:iIすお読みください。

お買い上げいただきましだ本昂は、弊社の厳しい品質管理のもとで製造されだものです。
万一、製造上の不具合がありました揚合には、この保証書に示す条件に従って無償で修理・交換させて
いだだきます。

修理は、お買い上げ后に保証書・不具合内容を提示の上、ご依頼ください。
・この保証書は保証期閣が満了したときlこ刻力を失うものとします。
また保証期間内であっても商呂が日本国外に持ち出された時は効力を失うものとレます。
(This warranty is valid only in Japan.) 

・この保証書は破損または紛失した揚合でも再発行は致レませんので太切に保管してください。

次に該当する揚合は、保証期間内であっても無償修理の対象となりませんので、ご注意ください。
・本晶を分解・改造レた形跡カt認められた揚合。(本呂のシール類を剥がレた揚合も含む〕
・お客僚の故意または過失による故障と認められた揚合。
・地震・台風・水害などの天災ならびに火災・事故・その他紛争などによる損傷が認められた揚合。
・取付・取扱説明書に記載されている諸事項が守られなかった為に不具合が発生レた揚合。
・保証書の提示がないか、あるいは記載事項の不足、文字の書き換えが認められた場合
・販売庖繕の押印またはレシートが無い揚合。

一一一一一一一一一一一一一一一一キリトリセン一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

取り付け方法

安全のため、作業前にバッテリーのマイナス端子を外しておいてください。外さずに作業
するとショートする恐れがあります。尚、外す前に車の取扱説明書またはディーラー等で
外し方を確認してください。車両搭載装置に影響がある場合があります。

囚ホーンの取り付け、青コードの接続

①純正ホーンの場所と個数及びホーンから出ている端子数(1端子か2端子か)を確認し
てください。

②純正ホーンに接続されているコードをホーン f
から外し、他の部分と接触しないよう先端を|
テーピングしてください。 I

」ーモ面それぞれの端子を
テーピング

③アリーナE専用ハーネスの青コードを裏面の配線図lこ従い、純正ホーンから外した
コードに接続してください。
また、接続には付属のコネクターを使用してください。(図1参照)
接続後は、防水・絶縁のためテーピングしてください。

④アリーナE専用ハーネスの赤、緑、黄コードをアリーナE
の各端子に接続してください。(図2参照)

ホーンの高音、低音用を間違えて接続しないよう注
意してください。高音、低音を間違えると正常に鳴り
ません。また、端子の接続が不確実だと接触不良
や端子抜けの原因となります。

⑤ホーンの取り付け場所として、高温となる場所、振動
の激しい場所を避け、剛性の高い鉄板部分を探し決
定してください。

ぷ
ポインP

高温となる場所に取り付けた場合、音圧の低下
や故障の原因となります。

純正ホーンの取り付け位置であっても、剛性の
低い場合があり、正常に鳴らなかったり脱落の
原因となります。また周囲の部品と干渉した場
合、車両故障や破損の原因となります。

ホーンは、周囲の部品やボディー等に接触しな
いように取り付けてください。接触していると正常
に鳴らなかったり、ホーンが破損して脱落し、思
わぬ事故の原因となります。

アリーナn(H)高官

高音用⑭マ-'/

開口部

下院こ!! ""  

E園

E園

⑥ホーンの開口部を下向きにし、ボルト・ナットで確実に固定してください。(図3参照)

《ホーンステーシリーズのご紹介》
別売のホーンステーシリーズをご使用いただくことでホーン取り付け場所の選択肢がひろがります。

SZ-1137 

取付ステーセット

d fE2E 

SZ-1138 

取付L形ステーセット

《 17-:;i
平ワッシヤ :2個

官+@粧)¥百

SZ-1139 

取付スペーサーセット

__，__ スペーサ-:4個

Iベ"1"1 ボルト 2個
l ¥，...) J) ナット 2個
一 ワッシャ 2個

Sワッシャ 2個

ヤ沌

図回路ボックスの取り付け

①水がかかりにくく、エンジンの熱の影響を受けにくい
場所を探してください。

総
ボディーアース

水のかかりにくい場所
に力プラ一部が垂直に+ 下を向〈ように取1)付け

同てください 回

②カブラ部が下を向くように取り付けてください。(図4参照)

③回路ボックスのカブラーにアリーナE専用ハーネスのカブラーを接続してください。

④回路ボックスから出ている黒コードをボディーアースしてください。

4... 1ボディーアースとは、コードを車体の金属部に接続することで、間接的にバッテリーの
。P'.Iマイナスに接続することです。金属部の汚れや塗装等を取り除いて確実に接続してく
ポイント|ださい。ボディーアースが確実に接続されていない場合は、ホーンが鳴りません。

固赤コード(電源線)の接続

①アリーナE専用ハーネスの赤コードをバッテリーのプラス端子に接続してください。

囚吹鳴テスト

①取り付け作業前に外したバッテリーのマイナス端子を元通りに接続してください。

②ステアリングのホーンスイッチを押して、ホーンが正常に鳴ることを確認してください。

固仕上げ(配線処理・整理)

①各配線が他の装置等に触れないように整理し固定してください。

D!/J I配線処理を怠ると、配線が他の装置に触れたり、絡まったり、車体に噛み込んだりし、
必ント|思わぬ事故の原因となりますので確実に処理してください。

固電子サウンドについて

・本晶は以下の2種類のサウンドを有しています。
(1 )ユーロサウンド(PA!:余韻なし)
(2)電子サウンド(PAAAAN!:余韻あり)

※電子サウンドの余韻の長さは高音側と低音側で多少異なる場合があります。

・回路ボックスから出ている緑/黒コードをボディーアースまたはバッテリ-81こ接続
すると電子サウンド(PAAAAN! )となります。
※電子サウンド切り替え用のスイッチ部品は同梱していません。必要に応じて当社製
『アリーナ&ドJレチエ切替スイッチセット SZ-1137~(別売)をご使用ください。
【参考】切り替えスイッチには電流容量:O.2-5A程度のスイッチをご使用ください。

・本晶は自動車用警音器(ホーン)としてECEの認証を取得しており、ユーロサウンド、
電子サウンドともに欧州保安基準に適合しています。

・本晶の電子サウンドは、日本圏内においては保安基準に不適合と判断されます。
公道では必ずユーロサウンド(余韻なし)でご使用ください。

故障かなと思ったら
下表の確認を行っても正常に吹鳴しない場合は、本書表面に記載の弊社技術サービス
までご連絡ください。

症状 確認項目

-青コードの接続及びコネクターの接触を確認してください。
(裏面の配線園、 E園)

-回路ボックスの黒コードがボディーアースされているか確認

ホーンが全く鳴らない
してください。(図)

-赤コード(電源線)のヒューズまたは車両のホーンヒューズ
が切れていないか確認してください。

-ホーンのステーや小ネジを回していませんか?
ステーや小ネジを回したり、分解・改造された場合は修理
できません。ホーンの交換が必要です。【下記・お願い参照】

ホーンが片側鳴らない -鳴らないホーンのコード接続状態を確認してください。

-高音側、低音側の配線間違いはありませんか?
-ホーンの渦巻き部に水が入っていませんか?

音が極端に小さい ホーンを取り外し、振ってみて水の音がしないか確認してく
ださい。水が入ってしまっている場合には修理できません。
ホーンの交換が必要です。【下記・お願い参照】

電子サウンドにならない -緑/呆コードのボディーアース接続状態を確認してください。

電子サウンドの余韻が -ホーンが周囲の部品やボディー等に接触していないか確認

極端にズレる してください。

-お願い【ホーン・回路ボックスを単品購入いただく際の注意事項】

本晶のホーンと回路ボックスの組み合わせを変更する場合には、調整が必要となります。

ホーンまたは回路ボックスを単品購入いただく際は、組み合わせてご使用いただく回路ボックス

またはホーンを添えて、本晶をご購入の販売庖にてご注文ください。

下記HPサイト及びモバイルサイトから商品等の情報がご覧いただけます。

持基パソコンからはこちら____...__http://www.mskw.co.jp 

弘携帯電話・スマートフォンA
からはこちら

※機種によってはアヲセスできない場合があります。 皇宮川rl;l~コーヲ宅!Jr.イル菅イト
http:/，何川w.mskw.co.jp/mobilel
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